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が施設内住民へも施設外地域（社会的弱者が多い地域）
へも開かれている。
３）多様な専門職やボランティアが参画することによっ
て，一人ひとりへのケアから地域へのケアまでもが実現
している。特に，多くのボランティアが集まって支援が
実現していることは，ビジョンを同じくする人々が，施
設内に居住していることも関係している。相互扶助型
のケア的コミュニティを，ソフト・ハードの両面におい
て仕組み化していると理解できる。この施設内の住棟
で暮らした後，外に出て行ったあともボランティアで関
わっている人々も年齢を問わずいる。公衆衛生等の健
康に関わる取り組みでは，ポピュレーションアプローチ

（集団全体へのリスク因子を図る方法）を取り入れてい
るが，本施設のあり方は，それ自体でポピュレーション
アプローチを機能させている可能性がある 4) 。
４.２　多世代の家の観点からの考察・まとめ
　ハイルハウス・カッセルでは，「生まれて，暮らし，
死に至るまで」を包括的に支援し，体現する仕組みを
構築している。助産院とホスピスを同一敷地内に設置
し，人の誕生と人生の終末期が地続きで繋がる場をつ
くることで人間の一生を仲間と共に暮らし，互いに見
守りあう構造が形成されているのが特徴である。住民
一人ひとりが財団のモットーに共感し，同じ価値観を
共有していることで強固なコミュニティを築いている
が，交流棟での多世代の家の活動は街全体に開かれ，
多世代の家が財団のコミュニティと街との接点になっ
ていると考えられる。財団は独自で財源を調達できる
仕組みを有しながら多世代の家プロジェクトに参画す
ることで，コミュニティ内外との交流の機会づくりと
街に対する社会貢献を行っている。多世代の家事業と
しての運営は，社会に対して，事業の健全性や正当性
をアピールする狙いをもつと同時に，当該施設の取組
を社会的事業として位置づけ直す効果もある。また街
の人にもボランティア活動で参加してもらうことで，
財団のコミュニティの「友達」の輪に入ってもらうきっ
かけをつくっている。このようにハイルハウス財団で
は，元々の理念を強化し拡げる位置づけで多世代の家
プロジェクトに参画し，財団の存在意義を社会へ示す
とともに，財団コミュニティと周辺地域コミュニティ
の持続可能性を高めている。
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注釈

注１）前身は，ウルサ・ポール財団の創立者である Ursa Paul が
1989 年に設立した非営利団体「Freundeskreis für Lebensenergie 
e.V.」。その１年後に，人々が集まる社交の場所である「Zentrum 
für Lebensenergie（生命エネルギーセンター）」を，カッセル・ロー
テンディトモルド地区の廃工場の改修により開設。その後 1993
年から 1997 年の間に，教育・訓練・研究の複合組織「Institut E

（E 研究所）」と，協会関連建物の建設と定住プロジェクトのための
組織「Baugenossenschaft gemeinschaftliches Leben eG（共同生活
のための建築協同組合）」を設立。1998 年には，ブランチとして

「Zentrum für Lebensenergie（生命エネルギーセンター）」をベル
リンに設立。2001 年にはこれをカッセルに逆輸入するように，出
産サポートと死産時のグリーフケアを提供する「ハイルハウス - 生
命エネルギーセンター」を，廃工場の改修によって設立。さらに
2003 年に子供の喪失に直面した親を支援する「KinderHeilhauses

（子供癒やしの家）」，40 人定員の保育所「Kindergemeinschaft（子
供コミュニティ）」を設立した。

注２）歌の講師には多世代の家の予算から謝金を支払っているが，他
のケーキを切るスタッフなどはボランティアである。多世代の家
の活動にはボランティアに入ってもらい人件費がかからないよう
にしている。若い人からシニアまでおり，若者には芝刈りやシニ
アへの携帯電話の使い方アドバイスをしてもらう。ホスピスでも
40 人程のボランティアが活躍しており，ボランティアなしでは成
り立たない。ホスピスに来る人はもともと興味がある人で，そこ
から友達の輪に加わってもらう。
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1.2　調査地域の概要　
　 デュッセルドルフは、ドイツ西部に位置するノルトラ
イン＝ヴェストファーレン州の州都であり、人口 65 万
人（2023 年現在）2) を擁するドイツ主要都市の一つであ
る。ルール工業地帯の要所として経済的に発展し、日本
企業をはじめとした多くの海外企業が進出している。日
本人が多く住んでいるという特徴があり、欧州ではロン
ドン、パリに次いで 3 番目に大きな日本人コミュニティ
が形成されている。
　今回調査した多世代の家は、それぞれ多様な地域的特
徴を持っている。図 1 に事例の位置関係を示す。デュッ
セルドルフ郊外の住宅地に位置するもの（事例①）や、
デュッセルドルフに次いで人口が多い、工業地帯ドルト
ムントの西部に位置するもの（事例②）、ルール地方近
くの工業都市で、金属加工の工芸で栄えた街に位置する
もの（事例③）、デュッセルドルフから南東へ 80km ほ
ど離れた高齢化の進む過疎地域に位置するもの（事例④）
である。

１　はじめに
１.1　本稿の概要
　本稿では、ドイツ連邦プログラムとして取り組まれて
いる「Mehrgenerationenhaus（以下：多世代の家）」
プロジェクトのうち、デュッセルドルフを州都とするノ
ルトライン＝ヴェストファーレン州の 3 事例（事例①、
②、③）と、それに隣接する州であるラインラント＝プ
ファルツ州の 1 事例（事例④）の計 4 事例について報告
し、地域の実情に応じた運営やプログラムについて整理
する。

図 1.　事例の位置関係
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２．事例①　SOS -Kinderdorf Düsseldorf
訪問日：2024 年 9 月 10 日
担当者：クローセ氏（多世代の家コーディネーター）
2.1　施設概要
　青少年保護に注力している民間児童支援組織 SOS 
-Kinderdorf（SOS 子どもの村）が運営している施設で
あり、周辺施設と併せて地域の集約的拠点として整備さ
れている。施設の位置関係を図 2 に示す。これらの施設
が位置するガラート地区では、教育への需要や高い失業
率などの課題があり、それらに対応するよう多世代の家
機能と幼稚園機能を併せ持つ SOS-Kinderdorf 棟が 2021
年に新設された。多世代の家の建物は、開かれた集まり
の場を意味するオープントレフの事業として、カフェ
やスポーツルーム、セラピー室などで構成されており、
SOS-Kinderdorf の活動と多世代の家の活動が、互いに
完全に独立しているのではなく、融合しながら活動が行
われている。SOS-Kinderdolf 棟の道路を挟んだ向かい
には、ファミリーホーム、子ども一時預かり所、青少年
センターの建物や安価なリサイクルショップがある。
2.2　多世代の家加入の経緯
　1994 年 よ り、 多 世 代 の 家 の 活 動 の 前 身 と し て、
“Mehrgenerationenhaus” という名称で共同保育を行
う地域の母親同士の集まりが運営されていた。その後
活動に SOS-Kinderdorf が合流し、2014 年に連邦プロ
ジェクトである多世代の家に加入する運びとなった。多
世代の家への加入で得られる予算 5 万ユーロは、SOS-
Kinderdorf の規模からすると小さいが、当団体が非営
利団体として種々なプログラムを運営していく上で、予
算確保先を複数持つことは重要である。担当者によると、
多世代の家に加入したことにより、①（それまで子ども
中心で家族単位だけの広がりであったのに対して）高齢
者が来やすくなったこと、②オープントレフでの食事提
供を安くできること、といった効果があった、とのこと
であった。
2.3　建物の歴史
　当地域における SOS-Kinderdorf の活動自体は 15 年
前から行われており、小さな建物から始まった。当
時の建物は現在でも使われている。新設された SOS-
Kinderdorf 棟がある南側の敷地は、元々デュッセルド
ルフが所有する公園がある場所であった。建物の建設に
あたって、公園が無くなることに対して地域住民からの
反対の声も上がっていたが、周辺にいくつか新しい公園
ができたことと、SOS-Kinderdorf の活動内容や建物の

表１.　SOS-kinderdorf の概要 

図 3.　外観写真（右が多世代の家） 

図 2.　周辺施設位置関係 

図 4.　オープントレフ 
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用途が地域住民にポジティブに受け止められたことによ
り、建設が受け入れられた。建設費は SOS-Kinderdorf
が全額出しており、SOS-Kinderdorf が運営する数ある
施設のなかでも大規模なプロジェクトとなっている。
2.4　運営・プログラム概要
　多世代の家のプログラムで使われている建物は、メイ
ンの SOS-Kinderdorf と、SOS-Großtagespflege の 2 棟
である。以前は青少年センターでも多世代の家のプログ
ラムが行われていたが、土日が使用できないことと、人
員が不足していることを理由に現在は利用されていな
い。
　45 の多世代の家プログラムが実施されている。午前
は子どもと親世代に、午後は高齢者世代に対するプログ
ラムが行われることが多いが、特に子どもと家族のため
の幅広いプログラムが多く用意されている（表 2）。地
域の子どもや親が抱える課題に対して、多世代の家を窓
口として、周辺のファミリーホームや青少年センターと
連携して対応している。また、失業率の高い地区に多世
代の家があることから、運営指針の基本として失業等か
ら生じる人々の孤立を防止することをあげている。具体
的にはカフェでは、調理のポストを 2 人分設けているが、
調理の資格を求めていない。それは、資格を持たない人
が社会的に孤立しがちであるための対応である。
2.5　今後の展望・課題等
　担当者によると、施設が大きくなったことにより、高
等教育を受けた専門家が必要になってきているとのこと

であった。また、予算的に現状の規模感が限界ではある
ものの、青少年からシニアまでの多世代ボランティアを
含めて運営している現在の状況は、多世代の家のモッ
トーにも合った規模感であると感じると述べていた。
3． 事 例 ②　Mehrgenerationenhaus Mütterzentrum 
Dortmund
訪問日：2024 年 9 月 10 日
担当者：アンケ・ピーペンシュタク氏
3.1　施設概要
　当施設は移民が増加傾向にあるドルトムント市にあ
り、駅（S-bahn）からのアクセスが良好な交通利便性
の高い立地であるため、ドルトムント市域の幅広い地域
の人々から利用されている。ライン工業地帯に位置する
この地域は、かつては有数の炭鉱の街であった。1986
年に Mütterzentrum Dortmund　e.V. 註 1) が設立され、
1990 年代まで別の建物で活動した後に、2000 年に現在
の場所へと移った。子育てをする母親をターゲットにし
た活動がメインとなっている。子育てのみならず「女性
に労働環境を」という思想のもと、子育て後の再就職の
斡旋などにも取り組んでいる。また青少年局が隣接して
おり、協力関係にある。青少年局の職員が、施設で母子
に関する講演を行ったり、夏祭りのワークショップを一
緒に行ったりしている。また、施設で問題を抱えている
と思われる親子が来た際に、青年局の担当者に相談し、
様子を見に来てもらうこともある。
　担当者によると、ドルトムント市は比較的子育てに関
するサポートが充実しており、当施設は悩みを抱える親
子の最初の窓口としても機能している。
3.2　多世代の家加入の経緯
　多世代の家には最初期である 2006 年から加入してい
る。社会局経由で多世代の家の情報を知り、加入した。
加入以前から既にオープンハウス註 2) として多世代向け
の事業を行っていたことが加入に至った理由である。多

表 2.　プログラム内容 3) 

表 3.　Mütterzentrum Dortmund の概要
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率などの課題があり、それらに対応するよう多世代の家
機能と幼稚園機能を併せ持つ SOS-Kinderdorf 棟が 2021
年に新設された。多世代の家の建物は、開かれた集まり
の場を意味するオープントレフの事業として、カフェ
やスポーツルーム、セラピー室などで構成されており、
SOS-Kinderdorf の活動と多世代の家の活動が、互いに
完全に独立しているのではなく、融合しながら活動が行
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利団体として種々なプログラムを運営していく上で、予
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SOS-Großtagespflege
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用途が地域住民にポジティブに受け止められたことによ
り、建設が受け入れられた。建設費は SOS-Kinderdorf
が全額出しており、SOS-Kinderdorf が運営する数ある
施設のなかでも大規模なプロジェクトとなっている。
2.4　運営・プログラム概要
　多世代の家のプログラムで使われている建物は、メイ
ンの SOS-Kinderdorf と、SOS-Großtagespflege の 2 棟
である。以前は青少年センターでも多世代の家のプログ
ラムが行われていたが、土日が使用できないことと、人
員が不足していることを理由に現在は利用されていな
い。
　45 の多世代の家プログラムが実施されている。午前
は子どもと親世代に、午後は高齢者世代に対するプログ
ラムが行われることが多いが、特に子どもと家族のため
の幅広いプログラムが多く用意されている（表 2）。地
域の子どもや親が抱える課題に対して、多世代の家を窓
口として、周辺のファミリーホームや青少年センターと
連携して対応している。また、失業率の高い地区に多世
代の家があることから、運営指針の基本として失業等か
ら生じる人々の孤立を防止することをあげている。具体
的にはカフェでは、調理のポストを 2 人分設けているが、
調理の資格を求めていない。それは、資格を持たない人
が社会的に孤立しがちであるための対応である。
2.5　今後の展望・課題等
　担当者によると、施設が大きくなったことにより、高
等教育を受けた専門家が必要になってきているとのこと

であった。また、予算的に現状の規模感が限界ではある
ものの、青少年からシニアまでの多世代ボランティアを
含めて運営している現在の状況は、多世代の家のモッ
トーにも合った規模感であると感じると述べていた。
3． 事 例 ②　Mehrgenerationenhaus Mütterzentrum 
Dortmund
訪問日：2024 年 9 月 10 日
担当者：アンケ・ピーペンシュタク氏
3.1　施設概要
　当施設は移民が増加傾向にあるドルトムント市にあ
り、駅（S-bahn）からのアクセスが良好な交通利便性
の高い立地であるため、ドルトムント市域の幅広い地域
の人々から利用されている。ライン工業地帯に位置する
この地域は、かつては有数の炭鉱の街であった。1986
年に Mütterzentrum Dortmund　e.V. 註 1) が設立され、
1990 年代まで別の建物で活動した後に、2000 年に現在
の場所へと移った。子育てをする母親をターゲットにし
た活動がメインとなっている。子育てのみならず「女性
に労働環境を」という思想のもと、子育て後の再就職の
斡旋などにも取り組んでいる。また青少年局が隣接して
おり、協力関係にある。青少年局の職員が、施設で母子
に関する講演を行ったり、夏祭りのワークショップを一
緒に行ったりしている。また、施設で問題を抱えている
と思われる親子が来た際に、青年局の担当者に相談し、
様子を見に来てもらうこともある。
　担当者によると、ドルトムント市は比較的子育てに関
するサポートが充実しており、当施設は悩みを抱える親
子の最初の窓口としても機能している。
3.2　多世代の家加入の経緯
　多世代の家には最初期である 2006 年から加入してい
る。社会局経由で多世代の家の情報を知り、加入した。
加入以前から既にオープンハウス註 2) として多世代向け
の事業を行っていたことが加入に至った理由である。多

表 2.　プログラム内容 3) 
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　（６週間以上の乳幼児対象。早期
　発達に関する情報交換や交流）
・親子遊び
　（歌や工作、オープントレフ利用）
・親子料理教室
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・ウクライナ交流会
・編み物の集い
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●木曜日
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図 8.　2 階平面図 

図 9.　1 階平面図

図 10.　地下平面図

表 4.　プログラム内容 4)

●サポート内容

●コース・グループ

●その他

・オープン保育所
・希望する祖父母の受け入れ
・家族に関するワークショップ
・移住経験のある大人のための語学プログラム
・リペアカフェ（修理カフェ）

・親子グループ（PEKiP 註 3）コース、幼児グループ）
・テーマ別ミーティング
　一人親家庭
　双子を持つ親
　精神的な問題を抱える人　等

・高齢者のためのおはなしカフェ
・エクササイズ（ZUMBA、ヨガ等）

・音楽学校 ” Da Capo al Fine”
・助産師プログラム
・定期的なフリーマーケット
・家族のお祝い事などでの施設利用

N

0 1 5 10m

キッチン付スペース

EV

ドライエリア

N

0 1 5 10m

オープントレフ

EV
テラス

音楽室

面会部屋*

（面会部屋*…離婚した両親が仲介者のもと面会する部屋）

グループ
ルーム

事務所
相談室

オフィス

プレイルーム

N

0 1 5 10m

助産師
の部屋

プログラム
スペース

（父親の会等）アクアリウム
の部屋

問題解決の
ためのオフィス

EV

図 5.　外観写真 

図 6.　オープントレフ 

図 7. 子ども達の遊び場となっている庭 
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世代の家に加入したことにより、高齢者の方が気軽に訪
れられるようになり、ボランティアの担い手としても参
加しやすくなった（孫と一緒に来る人など、元々高齢者
がいなかったわけではないが、子や孫がいない高齢者も
来やすくなった）。
3.3　建物の歴史
　敷地は元々病院であり、建物は小規模病棟であったも
のを改築して使用している。ドルトムント市がコンペを
実施して改築を行った。現在も建物のオーナーは市であ
り、家賃は無償で、行政の支援を受けて運営されている。
3.4　運営・プログラム概要
　運営的側面をみると、施設全体でスタッフは 16～ 20
人程所属している。多世代の家の活動に携わっているの
は、施設長、プロジェクト運営者3人、利用者から寄せ
られた問題を解決する人（失業、物件探し等）、カフェ
（オープントレフ）のシェフ、他スタッフの2人である。
多世代の家の補助金は、2名のスタッフの給料、語学講
座の教材費や講師謝礼に充てられている。
　主なプログラムを表4に示す。子どもとその母親を対
象としたプログラムが中心であるが、父親が参加するも
のも用意されている。また、お年寄りが語る会も開催し
ており、子どもと接点が無かった高齢者が子どもと接点
を持てるようなプログラムも実施されている。
3.5　今後の展望・課題等
　担当者によると、施設の名前を変更することを検討し
ているとのことであった。現在の名前は、かつて母親同
士が助け合いを行う場であったことから来ているが、現
在は父親のためのプログラムが実施されているように、
男性が来ることも歓迎している。ドイツでは依然として
女性が子育ての主導権を持つことが多いが、男性の子育
て参加を促すためにも、施設名の変更を検討している。
また、年少の子どもと年長の子どもの棲み分けの観点か

図 11.　外観写真 

図 13.　2 階平面図

図 12.　3 階平面図 

図 14.　1 階平面図 

ら、室の大きさが不十分であることが課題であるとのこ
とであった。年少の子どもの安全性を確保しつつ、年長
の子どもが楽しく過ごせるように気を遣っており、現在
は時間帯で年齢ごとに遊び方を変えるかたちで対応して
いる。

4．事例③ Der Neue Lindenhof Mehrgenerationenhaus
訪問日：2024 年 9 月 11 日
担当者：フリードリッヒ氏（多世代の家コーディネー
ター）、他
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表 5.　Der Neue Lindenhof の概要
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2007 年
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4.1　施設概要
　当施設は、かつて金属加工で栄えた職人街であるレム
シャイド市中心部のホンスベルク地区に位置している。
ホンスベルク地区は人口の半数以上が移民を背景に持つ
人々で構成され、その内 65% がトルコ系移民という特
徴がある。一つの建物の中に、多世代の家事業を行う主
体である stadtteil e.V.、労働者福祉協会 AWO、市の総
合社会局、プロテスタント、カトリック、ムスリム各教
会の 6 団体が共存している。多世代の家の活動のほか
にも、難民支援や就業支援なども行っている。多世代の
家の活動では、芸術家が開催するプロジェクトやフード
シェアリング、地域のお祭り（子どものカーニバル）の
運営など施設内に留まらず周辺地域に活動を展開し、ま
ちづくりに貢献している。コンビネーションを大切にし
ており、国・宗教・所属の関係なく人々が集まり、出会
える場づくりに取り組んでいる。7 つの機関から支援を
受けており、ノルトライン＝ヴェストファーレン州の都
市再開発モデルプロジェクトとして推進されている。
4.2　多世代の家加入の経緯
　６団体のうち、stadtteil e.V. が主体となって 2007 年
に多世代の家に加入した。stadtteil e.V. は 1996 年に３
人で設立された団体であり、当施設を拠点として児童・
青少年福祉、地区社会事業、移住サービス・相談、異文
化交流、難民支援、家族教育、高齢者ケアの分野で活動
を行っている 5)。多世代の家の活動を行う上では、以下
9 つの目標を掲げている。
①外国人（移民）の統合
②民主化の支援
③環境への配慮
④人々が自分自身で人生を選択できるようにすること
⑤専門家のサポートを受けられるように支援すること
⑥どんな世代ともコンタクトをとること
⑦どんな世代でも教育を受けられること
⑧自由時間に参加できること
⑨オープントレフを開くこと
4.3　建物の歴史
　現在の建物は 2014 年に新築されたもので、1980 年代
頃には、別の場所（現在の建物の近隣にあった職人修行
をする人々が住むアパート）で前身となる活動が行われ
ていた。金属加工系の職人が集い栄えた街であるこの地
域は、バイエルンなどから若い人が弟子入りのために集
まって自助コミュニティを形成していた。次第にコミュ
ニティが大きくなり、地域活動を行う名目で労働者福祉

図 15.　ホール

図 16.　キリスト教会 

図 17.　ムスリム教徒用の洗い場 

図 18.　キッチン付会議室 
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協会 AWO が参画し、更に 1996 年に stadtteil e.V. が設
立・参画した。建物の名前である Lindenhof は菩提樹
を意味し、かつての敷地に菩提樹があったことが由来し
ており、現在の敷地にも菩提樹が植えられている。現在
の建物を Der Neue Lindenhof （新しいリンデンホーフ）
と呼ぶのに対して、以前の建物は Der Alte Lindenhof

（旧いリンデンホーフ）と呼ばれている。現在の建物は、
GEWOBA（ゲヴォバ）と呼ばれる建設会社と市の共同
体が所有しており、stadtteil e.V. は建物の管理人的役割
を担っている。建設費は約 600 万ユーロで、国の未利
用土地活用プロジェクトを活用して支援金を得、かつて
教会があった場所に新設された。設計はコンペで決めら
れたデンマークの建築家が担当し、建物自体が活動の広
告になるように建物の透明感やバリアフリー、傾斜やテ
ラスを用いた景観とのつながりなどが意識された設計と
なっている。新築された建物は、ノルトライン＝ヴェス
トファーレン州都市再開発 10 年のコンペにおいて、地
区の多様性が美徳にまで高められ、コミュニティセン
ターのアイデアが実践された点が評価され特別賞「参加
賞」を受賞している。
4.4　運営・プログラム概要
　多世代の家事業を総括しているのは stadtteil e.V. であ
るが、6 つの組織それぞれが施設内で独立して活動しな
がらも協力関係を築いている。多世代の家プログラムは、
現在 30 人のボランティアがそれぞれの専門性や背景を
活かしながら無償で行われている。担当者によると、ボ
ランティアへの感謝の意を示すため、定期的にお茶会や
旅行などが開催されている。
　主なプログラムの内容を表 6 に示す。各宗教のイベン
トや移民支援、アート活動と多彩な活動が行われている。
中でも子どものカーニバルは、2 月に行われる 300 人も
の子どもが参加する街の大きなお祭りであり、特に大切
な活動とされている。40 年の歴史があるこのお祭りは、
街の 30 の組織が協力して実施しており、組織間の関係
を築く場としても重要な役割を果たしている。以前の建
物アルテン・リンデンホーフの時代から引き継いで、当
施設がお祭りの拠点となっている。また特徴的なプログ
ラムとして、レムシャイド市に住むアーティストとの協
働プロジェクトがある。過去に行われたアーティストと
参加者全員でひとつの大きなテントを編むプロジェクト
は、親子・シニア世代で教えあいの交流が生まれた活動
となった。さらに「街の天使たち」というプロジェクト

（図 19）は、街の写真家のアイデアが元になったもので、

表 6.　プログラム内容 5) 

図 19.　「街の天使たち」プロジェクトで撮影された写真 

●カウンセリング（※無料、電話予約制）

●文化

●その他

・一般的な社会カウンセリング
・イスラム教徒への移住カウンセリング
・成人移民のためのカウンセリング

・お祭り（子どものカーニバル、イースター、地区祭り等）
・文化と教会の夜
・アドベントバザール
・トルコの民俗芸能と合唱
・ポルトガルの民族舞踊団
・サズ（トルコの伝統楽器）グループ
・ダンスグループ

・フードシェアリング

●高齢者ケア

●学習・教育

・国際女性カフェ
・言語カフェ
・識字コース

・100 歳まで健康（体操）
・シニアアフタヌーンコーヒー

街のために頑張っている郵便配達員や教会の牧師、ボラ
ンティアの人達等が、アーティストによって制作された
天使の羽を背負っている姿を撮影したプロジェクトであ
る。
4.5　今後の展望・課題等
　担当者によると、継続した予算の確保が容易ではない
とのことであった。施設の運営は、多世代の家からの予
算だけでなく、他の機関からの補助金も複数活用されて
いる。資金元としては、市の青年局からの支援金（青少
年を助けるプログラム）が大きい。また予算の使い道と
して人件費が多くを占めており、ボランティア無しでは
活動の継続が難しいとのことであった。
　今後の展望として、活動を通じて再び地域コミュニ
ティの力を取り戻したいという思いがある。人口・労働
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図 22.　平面図 

図 20.　外観写真 

力の流出や空き家の増加が顕著であったが、現在では街
に若い家族が戻ってきたり、幼稚園が2つ新設されたり、
小学校の廃校の危機を免れたりと、多世代の家の活動を
はじめとしたまちづくりの成果が見られるようになって
きている。街のアーティスト招致にも積極的な姿勢を示
していた。
　また担当者によると、活動の上で心がけていることが
2つある。一つは、街に対して異なる視点を持っている
役所や政治家との組織的なつながりを大切にすることで
ある。各代表が集まって街の改善点を話し合う機会が月
に 1度設けられており、このようなつながりの強さが財
政の安定につながると同時に、街の課題の現状や今後の
方針を具体に落とし込んでいくことを可能にしている。
もう一つは、固定概念を持たず多くの人を受け入れるこ
とである。外国人（移民）が抱えている課題やニーズは、
かつての街の若い人（ドイツ人）と異なり、ドイツ語の
サポートを必要としている。このように時代とともに変
化する課題を認識し対応していくことを心がけていると
のことであった。

5． 事 例 ④　Mehrgenerationenhaus Mittendrin 
Altenkirchen
訪問日：2024 年 9 月 11 日
担当者：フラコニー氏、他ボランティア２人
5.1　施設概要
　人口3万人程のアルテンキルヒェン群のなかの、人口
6,000人程の小さな地区に位置する。アルテンキルヒェ
ンという街の名前は、西暦750年頃に建てられた木造教
会に由来している。街の中心部の歩行者専用道路に面す
るアパートの 1階部分を借りて活動が行われており、近
隣住民のネットワークの拠点的存在となっている。また、
図書館が併設された教会でも活動が行われている。多世
代の家の空間的認可基準註4) を考慮すると、数ある多世
代の家の中でもかなり小規模な事例であると考えられ
る。Diakonie というプロテスタント系慈善活動団体が
主体となって多世代の家の運営を行っている。当エリア
は高齢化が進んでおり、ドイツ人高齢者と移民をルーツ
に持つ子どもたちという人口構成的な特徴がある。
5.2　多世代の家加入の経緯
　2003年に 5団体（カリタス、カトリック教会、プロ
テスタント教会、新しい仕事社会団体、Diakonie）が「社
会をより良くしていきたい」という理念の下に協働し、
多世代的な活動を始めたのが活動の発端である。その後
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オープントレフ小部屋

キッチン

表 7.　Mittendrin Altenkirchen の概要

図 21.　施設がある歩行者専用道路

所在地

施設種別

運営主体

関連主体

所有

建築構造

運営開始

MGH 加入時期

施設規模

延床面積

Wilhelmstraße 10 57610 Altenkirchen

オープンハウス（ offenes Haus）

Diakonie

カリタス , カトリック , プロテスタント , 新しい仕事社会団体

アパートの持主から Diakonie が借用

-

2003 年

2008 年

アパート地上 1 階部分

114m2
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2008 年に Diakonie が代表となって多世代の家に加入
した。Diakonie 自体は 1959 年から存在しており、身体
的困窮・精神的苦痛・社会的に不公平な状況にある人々
へのサポート活動を行っている。国家プログラムである
多世代の家（Mehrgenerationenhaus）と共に、ライ
ンラント＝プファルツ州のプログラムである「家族の家

（Haus der familie）」註 5）にも 2010 年に登録されている。
多世代の家と比較し、家族の家プログラムは家族支援に
関する活動に予算を使いやすいという特徴がある。担当
者によると、申請項目は多世代の家も家族の家もどちら
も同じようなものであるが、予算は使い分けされており、
多世代の家の予算は多世代交流や高齢者向けプログラム
に、家族の家の予算は家族向けプログラムに利用されて
いる。
5.3　建物・利用者の特徴
　現在多世代の家の活動で主に使用されているのはア
パートの一階部分の 2 室である。担当者によると、小規
模な空間であり活動を行う上で手狭であると感じること
があるため、もう少し大きな空間を探しているとのこと
であった。しかし、現在の場所が歩行者専用道路に接し、
かつ街の中心という好立地にあり、街の人からも「皆ん
なで使うリビングルーム」として親しまれているため、
場所を変えたくないという思いもあるようであった。
　利用者は、1 日およそ 50 人程度である。利用者の属
性としては、60-70% 程の人が近隣からの利用者である。
他 10-20% 程は、10-15km 圏のエリアから公共交通機関
を利用して、クリスマスなどのイベント開催時に訪れる
人である。更には、ワークショップに参加するため 30-
40km 圏ほどの遠方から来る人もいる。
5.4　運営・プログラム概要
　「自己価値の決定と振る舞い」をプログラムの理念と
しており、使い終わったものは自分で片付ける、自分が
良き人としての価値を出すための振る舞い、他者を受け
入れること、お互いの価値観を共有・尊重することを大
切にしている。また活動空間では、アルコール・ニコチ
ン（タバコ）・薬物を使用しないというルールがある。
　主なプログラムの内容を表 8 に示す。オープントレフ
としてカフェ（飲食の提供）は行っていない代わりに、
1 日を通じて多くのプログラムが用意されている。その
中でも特徴的なプログラムとして、教会の庭で行う養蜂
がある。採れたはちみつは売り物ではなく、プレゼント
などに利用されている。また演劇プログラムでは、教会
の祈りの時に寸劇を地域の人に披露している。街や平和、

聖書等をテーマにしており、ボランティアの人が作家を
担当している。
　これらのプログラムの実施には 35-40 人程のボラン
ティアが携わっている。有給で働くフリーランス契約の
人も数人おり、中にはジョブセンターから派遣され、1
時間 1 ユーロで働く代わりに仕事の履歴づくりをする人
もいる。また、高校生の実習や社会活動年註 6) を利用し
た若者などがボランティアに来る場合もある。
5.5　今後の展望・課題等
　担当者によると、教会は常に地域に開いた存在であり、
困りごとを相談できる場所であることが大切であるとの
ことであった。この施設が、時代の変化とともに地域に
与える影響が弱まってしまった教会の代わりに「困り事

表 8.　プログラム内容 6)

図 23.　活動に使われているプロテスタント教会

●創作・共同

・みんなで卓球
・ボードゲーム
・エクササイズ + 朝食
・編み物グループ
・ハッピーファミリーアワー（ゲーム）
・演劇
・チェスサークル
・クラフトの会
・読書会
・教会の養蜂
・高齢者連合（政治問題に関する討論会）
・高齢者支援
・市場の朝食会
・アフタヌーンカフェ
・架け橋（障害の有無関係ない出会い）
・おばあちゃんは右翼に反対
　（政府推奨でドイツ全土で実施されて
　いるプログラム）

・家族問題を話し合う会合
・家族料理教室
・家庭教師プロジェクト

・ゴミ収集
・リペアカフェ（機器の修理）
・古本マーケット

・育児講座
・消費者破産ワークショップ
・防災イベント
・文化旅行（博物館訪問）
・イースターカフェ
・介護と認知症をテーマにした朝食会
・家族の日（国際家族デー）
・孤独を乗り越える
　（デジタルサポートや手紙を書くこと
　等を通じて交流する）

・映画鑑賞とディスカッション
　（利用者のリクエストから映画選定）

➀“Unsichtbar”「目に見えない」 
（テーマ：精神疾患と薬物依存）

➁ “Du gehst und ich bleibe”
　「あなたが逝く、私が残る」

（テーマ：認知症パートナーとの離別）

●家族

●テクノロジー・環境

●イベント（※2025 月 2月公開時点）

・法律相談（弁護士のボランティア）
・デジタル機器サポート
・勉強カフェ（履歴書の添削等）
・介護相談
・障害に関する相談
・肥満相談
・胎児性アルコール症候群の自助グループ
・精神障害者親族の自助グループ　等

●カウンセリング・教育

− 194 −



8/10

図 22.　平面図 

図 20.　外観写真 

力の流出や空き家の増加が顕著であったが、現在では街
に若い家族が戻ってきたり、幼稚園が2つ新設されたり、
小学校の廃校の危機を免れたりと、多世代の家の活動を
はじめとしたまちづくりの成果が見られるようになって
きている。街のアーティスト招致にも積極的な姿勢を示
していた。
　また担当者によると、活動の上で心がけていることが
2つある。一つは、街に対して異なる視点を持っている
役所や政治家との組織的なつながりを大切にすることで
ある。各代表が集まって街の改善点を話し合う機会が月
に 1度設けられており、このようなつながりの強さが財
政の安定につながると同時に、街の課題の現状や今後の
方針を具体に落とし込んでいくことを可能にしている。
もう一つは、固定概念を持たず多くの人を受け入れるこ
とである。外国人（移民）が抱えている課題やニーズは、
かつての街の若い人（ドイツ人）と異なり、ドイツ語の
サポートを必要としている。このように時代とともに変
化する課題を認識し対応していくことを心がけていると
のことであった。

5． 事 例 ④　Mehrgenerationenhaus Mittendrin 
Altenkirchen
訪問日：2024 年 9 月 11 日
担当者：フラコニー氏、他ボランティア２人
5.1　施設概要
　人口3万人程のアルテンキルヒェン群のなかの、人口
6,000人程の小さな地区に位置する。アルテンキルヒェ
ンという街の名前は、西暦750年頃に建てられた木造教
会に由来している。街の中心部の歩行者専用道路に面す
るアパートの 1階部分を借りて活動が行われており、近
隣住民のネットワークの拠点的存在となっている。また、
図書館が併設された教会でも活動が行われている。多世
代の家の空間的認可基準註4) を考慮すると、数ある多世
代の家の中でもかなり小規模な事例であると考えられ
る。Diakonie というプロテスタント系慈善活動団体が
主体となって多世代の家の運営を行っている。当エリア
は高齢化が進んでおり、ドイツ人高齢者と移民をルーツ
に持つ子どもたちという人口構成的な特徴がある。
5.2　多世代の家加入の経緯
　2003年に 5団体（カリタス、カトリック教会、プロ
テスタント教会、新しい仕事社会団体、Diakonie）が「社
会をより良くしていきたい」という理念の下に協働し、
多世代的な活動を始めたのが活動の発端である。その後

N0 1 5 10m

オープントレフ小部屋

キッチン

表 7.　Mittendrin Altenkirchen の概要

図 21.　施設がある歩行者専用道路

所在地

施設種別

運営主体

関連主体

所有

建築構造

運営開始

MGH 加入時期

施設規模

延床面積

Wilhelmstraße 10 57610 Altenkirchen

オープンハウス（ offenes Haus）

Diakonie

カリタス , カトリック , プロテスタント , 新しい仕事社会団体

アパートの持主から Diakonie が借用

-

2003 年

2008 年

アパート地上 1 階部分

114m2
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2008 年に Diakonie が代表となって多世代の家に加入
した。Diakonie 自体は 1959 年から存在しており、身体
的困窮・精神的苦痛・社会的に不公平な状況にある人々
へのサポート活動を行っている。国家プログラムである
多世代の家（Mehrgenerationenhaus）と共に、ライ
ンラント＝プファルツ州のプログラムである「家族の家

（Haus der familie）」註 5）にも 2010 年に登録されている。
多世代の家と比較し、家族の家プログラムは家族支援に
関する活動に予算を使いやすいという特徴がある。担当
者によると、申請項目は多世代の家も家族の家もどちら
も同じようなものであるが、予算は使い分けされており、
多世代の家の予算は多世代交流や高齢者向けプログラム
に、家族の家の予算は家族向けプログラムに利用されて
いる。
5.3　建物・利用者の特徴
　現在多世代の家の活動で主に使用されているのはア
パートの一階部分の 2 室である。担当者によると、小規
模な空間であり活動を行う上で手狭であると感じること
があるため、もう少し大きな空間を探しているとのこと
であった。しかし、現在の場所が歩行者専用道路に接し、
かつ街の中心という好立地にあり、街の人からも「皆ん
なで使うリビングルーム」として親しまれているため、
場所を変えたくないという思いもあるようであった。
　利用者は、1 日およそ 50 人程度である。利用者の属
性としては、60-70% 程の人が近隣からの利用者である。
他 10-20% 程は、10-15km 圏のエリアから公共交通機関
を利用して、クリスマスなどのイベント開催時に訪れる
人である。更には、ワークショップに参加するため 30-
40km 圏ほどの遠方から来る人もいる。
5.4　運営・プログラム概要
　「自己価値の決定と振る舞い」をプログラムの理念と
しており、使い終わったものは自分で片付ける、自分が
良き人としての価値を出すための振る舞い、他者を受け
入れること、お互いの価値観を共有・尊重することを大
切にしている。また活動空間では、アルコール・ニコチ
ン（タバコ）・薬物を使用しないというルールがある。
　主なプログラムの内容を表 8 に示す。オープントレフ
としてカフェ（飲食の提供）は行っていない代わりに、
1 日を通じて多くのプログラムが用意されている。その
中でも特徴的なプログラムとして、教会の庭で行う養蜂
がある。採れたはちみつは売り物ではなく、プレゼント
などに利用されている。また演劇プログラムでは、教会
の祈りの時に寸劇を地域の人に披露している。街や平和、

聖書等をテーマにしており、ボランティアの人が作家を
担当している。
　これらのプログラムの実施には 35-40 人程のボラン
ティアが携わっている。有給で働くフリーランス契約の
人も数人おり、中にはジョブセンターから派遣され、1
時間 1 ユーロで働く代わりに仕事の履歴づくりをする人
もいる。また、高校生の実習や社会活動年註 6) を利用し
た若者などがボランティアに来る場合もある。
5.5　今後の展望・課題等
　担当者によると、教会は常に地域に開いた存在であり、
困りごとを相談できる場所であることが大切であるとの
ことであった。この施設が、時代の変化とともに地域に
与える影響が弱まってしまった教会の代わりに「困り事

表 8.　プログラム内容 6)

図 23.　活動に使われているプロテスタント教会

●創作・共同

・みんなで卓球
・ボードゲーム
・エクササイズ + 朝食
・編み物グループ
・ハッピーファミリーアワー（ゲーム）
・演劇
・チェスサークル
・クラフトの会
・読書会
・教会の養蜂
・高齢者連合（政治問題に関する討論会）
・高齢者支援
・市場の朝食会
・アフタヌーンカフェ
・架け橋（障害の有無関係ない出会い）
・おばあちゃんは右翼に反対
　（政府推奨でドイツ全土で実施されて
　いるプログラム）

・家族問題を話し合う会合
・家族料理教室
・家庭教師プロジェクト

・ゴミ収集
・リペアカフェ（機器の修理）
・古本マーケット

・育児講座
・消費者破産ワークショップ
・防災イベント
・文化旅行（博物館訪問）
・イースターカフェ
・介護と認知症をテーマにした朝食会
・家族の日（国際家族デー）
・孤独を乗り越える
　（デジタルサポートや手紙を書くこと
　等を通じて交流する）

・映画鑑賞とディスカッション
　（利用者のリクエストから映画選定）

➀“Unsichtbar”「目に見えない」 
（テーマ：精神疾患と薬物依存）

➁ “Du gehst und ich bleibe”
　「あなたが逝く、私が残る」

（テーマ：認知症パートナーとの離別）

●家族

●テクノロジー・環境

●イベント（※2025 月 2月公開時点）

・法律相談（弁護士のボランティア）
・デジタル機器サポート
・勉強カフェ（履歴書の添削等）
・介護相談
・障害に関する相談
・肥満相談
・胎児性アルコール症候群の自助グループ
・精神障害者親族の自助グループ　等

●カウンセリング・教育
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註
1）

2)

3)
4)

5)

6)

7)

e.V. は eingetragener Verein 登録社団（登録された任意団体）
の略で、日本語に対応するのは「社団法人」。
地域の人なら誰でも申込無しで来ることが出来る、地域に開かれ
た場所
Prager Eltern Kind Programm（プラハ親子プログラム）の略
2023 年度の助成ガイドライン資料に示された多世代の家認可基
準に基づく。空間的には、最低２室と合計 60m2 の面積と、最低
１室のオープントレフ（週に 20 時間以上の開放）が設置条件と
なっている。
集会、ケア、教育、社会統合、社会参加等を促すバリアフリーなサー
ビスの提供を行う、多世代の家と類似した取組。ラインラント＝
プファルツ州では 51 事業が登録されている。登録の大半は多世
代の家（Mehrgenerationenhaus）に組み込まれている。7)

社会活動年 Freiwilliges Soziales Jahr; FSJ：連邦政府が実施し
ている義務教育を修了した 27 歳未満を対象とした社会奉仕活動
に関する法律。福祉現場での活動を通じて、専門知識・技術を学
ぶと同時に、福祉体験や指導を通じた人格形成を目指すことを目
的としている。8）9）

2021 年にドイツ統計局より公開された 2011 年国勢調査に基づく
1km あたりメッシュ人口を用いて 5km メッシュ人口を作成。
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を相談できる場所」を提供する場にすることを大きな目
標として掲げている。そのような地域背景もあって、ボ
ランティアを主体としたプログラム運営がなされている
と思われる。またボランティアの方によると、利用者だ
けでなくボランティアにとっても、自分の専門性を発揮
できる機会があることで、自分の生きがいになっている
とのことであった。

6　まとめ　
　本稿では、デュッセルドルフを中心とした、ノルトラ
イン＝ヴェストファーレン州、および隣接するラインラ
ント＝プファルツ州におけるドイツ連邦政府プログラム
多世代の家 4 事例を取り上げ、それぞれの地域特性に応
じた運営やプログラムの特色、施設計画について概観し
た。どの事例においても、様々な年代・信仰・出自を超え、
地域の実情や課題に対応し、特色あるプログラムが実施
されている。
　デュッセルドルフ郊外の住宅地に位置する事例
① SOS-Kinderdorf Düsseldorf は、 周 辺 施 設 の フ ァ
ミリーホームや青少年センターを活用し、子どもと
家族を中心とした支援を地域へ展開している。多世
代の家への加入により、高齢者が参加しやすくな
り世代間交流を活性化するとともに、雇用を通じ
て労働世代の社会的孤立の防止が実践されている。 
　 ド ル ト ム ン ト の 事 例 ② Mehrgenerationenhaus 
Mütterzentrum Dortmund は、 も と も と 母 親 同 士
の助け合いを目的とした施設であったが、多世代の
家加入後、事例①と同様高齢者の参加も増加し、世
代間交流の場として発展している。行政との連携が
強く、市が所有する建物を無償で利用し、青少年局
と協力して親子支援を行うなど、子育てをする女性
を中心に、社会的支援の窓口として機能している。 
　金属加工の街レムシャイド市の事例③ Der Neue 
Lindenhof Mehrgenerationenhaus は、 職 人 の 師 弟
関係をもとに形成されたコミュニティを引き継ぎつ
つ、新しい地域コミュニティ形成のためのハブとし
て機能している。アーティストと協働したアートを
活かすプログラムが特徴的である。また移民のドイ
ツ語学習へのサポートをはじめとした、地域の人口
構造の変化を踏まえたプログラムが展開されている。 
　 高 齢 化 の 進 む 過 疎 地 域 に 位 置 す る 事 例 ④
Mehrgenerationenhaus Mittendrin Altenkirchen は、
小規模でありながらも地域コミュニティの日常的な拠点

として重要な役割を果たしている。教会と関係の深かっ
た地区において、時代の変化とともに地域との連携が弱
まってしまった教会の代わりに「困り事を相談できる場
所」を提供する役割をボランティアを中心に担っている。

謝辞　　本研究にご協力いただきました皆様に、篤
く御礼申し上げます。なお、本報告のための調査は、
(22H01668)「ケア中心型社会の基盤となる持続的な「共
在の場」とケアの関係構築に関する包括的研究（研究代
表者：山田あすか）」の一環として行われました。
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ドイツ「多世代の家」プロジェクトから見る自立的地域構築のプロセス
-自立的地域構築のための要点の探求 -

THE PROCESS OF BUILDING SELF-SUSTAINING COMMUNITIES AS SEEN IN THE GERMAN 
“MEHRGENERATIONENHAUS” PROJECT

Research into the essentials for building an independent region

Keywords :  MGH, Community Center, Art, Culture, Operating Organization, Self-Sustaining Region
多世代の家，コミュニティセンター，アート，文化，運営団体，自立的地域

　This research aims to investigate and analyze the German “Mehrgenerstionenhaus” project 
in order to extract the mechanisms and necessary elements for how self-reliant communities 
are formed through the process of creating local community hubs.We hypothesized that the 
flexibility and diversity of the project, from planning to implementation, would make it possible to 
cross borders and connect different fields, and that this would make it easier to solve a variety of 
problems.
As a result, it was revealed that in order to promote the self-sustaining of local communities 
through the redevelopment of community hubs, there is potential in reconnecting people through 
the act of finding new value by crossing and transcending activity domains in activity programs 
and methods.
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１．研究の背景と目的
　超少子高齢化状態は、特に地方都市では、その傾向
が著しく深刻である。その傾向の中で地方が生き残って
いくためには、地域コミュニティをどのように自立的に
再生、維持していくかの方策が必要である。また、人口
減少に伴い、高度成長期に整備されてきた各種の公共
施設をどのように再編していくかも大きな課題であり、
地域公共施設の再編の機会を使ってコミュニティの拠
点を作り直して行こうとする動きも注目されている。し
かし、老朽化し、当初の機能を停止・廃止された公共
施設に他の機能を導入したり、異なる公共施設同士を
複合化したりする計画は、既存の公共施設設置の制度
や管理に関する考え方などが大きな壁になってうまく進
んでいかないことが課題となっている。
　昨年までの研究では、日本と同様に少子高齢化が進
むイタリアとドイツに着目してそれぞれが実施している
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コミュニティ拠点再生施策を例にとりながら、コミュニ
ティ拠点形成の方向性を明らかにした。そこで、本稿
では、一昨年（2023 年）から継続的に研究を進めてい
るドイツ連邦政府の政策として 2007 年にスタートした

「多世代の家」プロジェクト（Mehrgenerstionenhaus）
に着目する。ドイツ全国で 570 施設の中から政府の
評価、利用者の評判などから抽出をし、それを申請団
体、立地都市の規模、内容などから分類抽出したもの
を 2023 年 9 箇所、2024 年 15 箇所を抽出し、インタ
ビュー調査、現地調査を行い、さらに 2024 年には連邦
政府家族省へのインタビューを行い、政策の意図や全
体についての考え方を政府の担当者から直接ヒアリン
グを行った。それらをもとにして地域のコミュニティ拠
点形成のプロセスによって、自立的地域がどのように形
成されていくのかのメカニズムとその時に必要な要素を
抽出することを目的とする。
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